
 
 

5 
 

２．プッシュプル型換気装置 

プッシュプル型換気装置は、局所排気装置に比べて、一般に低い風速で有害物質を補
足し、排出でき、塗装作業や溶接作業、グラビア印刷などに用いられています。 
  新規の局所排気装置の導入時や、既存の局所排気装置の構造が適切かどうかの判断の際

は、有機則などの法令における要件を確認しつつ、専門の販売業者などに問い合わせましょう。 
  風速のばらつきを少なくすることと吹き出し気流と吸込み気流のバランスが重要であり、設計時の

設計、稼働後の維持管理に留意しましょう。 
  扉、窓、および通路から離れた場所に設置して、一様な気流が乱れるのを防ぐようにしましょう。 
  吹出し側の空気を作業場内から供給する場合、外気の取り込み口（メークアップ・エア）を確保

するようにしましょう。 
  作業者が換気区域内に立ち入る場合、作業者は一様流を体の側方から受けるようにして、後

流によるばく露を防止しましょう。 
  扉、窓、および給気口から離れた安全な場所に排気しましょう。また、排気によって近隣に迷惑が

かからないように注意しましょう。 
  風下で誰も作業していないことを確認しましょう。 
  毎日、装置の電源を入れて、正しく動作することを確認しましょう。また使用前の日常点検を必

ず行いましょう。 
 

 

プッシュプル型換気装置（開放式・水平流）の例 

 

  


